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■ 会 長 報 告                仲田 廣志君 
皆さん、こんにちは。今日は１１月７日です。

後２ヶ月足らずでお正月です。齢を重ねる毎に１

年が短く感じるように思います。さて、今月はロ

ータリー財団月間です。来年度から、未来の夢計

画の実行へと移行します。８月１１日にグランシ

ップで行われました。 
２６２０地区ロータリー財団セミナーに松葉委員

長と私で参加させていただき、皆様にそのご報告

をさせていただいたところですが、中身も濃くそ

の内容について会員の皆様に正確にお伝えできて

いないというのが実情です。そうしたことを踏ま

えて、今日は２６２０地区ロータリー財団委員会

副委員長でいらっしゃいます曽根様に卓話をお願

い致しました。曽根様には、ご多忙の中、私共の

無理なお願いを快くお引き受けくださり、遠く吉

原から御出くださいました。厚くお礼申し上げま

す。後程、卓話をいただき、未来の夢計画につい

ての理解を深められたらと思っております。宜し

くお願い致します。先週の金曜日、土曜日の２日

間、会社の慰安旅行で和歌山の那智、勝浦へ行っ

てまいりしました。４年程前に行って以来２度目

ですが、今回行って驚いたのが昨年の台風の爪痕

でした。那智の滝廻り、熊野川の両岸のあちこち

の山の崩壊等、実際に目にして被害の大きさを実

感したところです。東北の大震災の被害は、和歌

山とは比較にならない程大きなものと思いますが、

こちらの場合は、平坦な場所ではなく丘陵地であ

り、復旧には、相当な年月を要するように思いま

した。今回の旅行で思ったことは、自然の大きさ、

畏敬さでした。神社巡りをしたわけですが、とも

かく災害のない平和な国でありますよう、お参り

したすべての神様にお祈りしてきたことをご報告

させていただいて会長補浮くとさせさていただき

ます。 

■ 理 事 会 報 告          池ノ谷 正君 
• １１月１２月のプログラムが承認されました。 
・クリスマス家族例会について承認されました。 
• 新年賀詞合同例会について承認されました。 
• 親睦旅行について報告があり、継続審議となり

ました。 
• ２０００回例会について提案があり、継続審議

となりました。 
• ガバナー奨励賞について報告がありました。 

■ 幹 事 報 告              池ノ谷 敏正君 
• 第２６２０地区より 
 オリンピック誘致のリーフレットとバッヂが届

いております。 
• 第２６２０地区より 
山梨第１分区講演会事業の報告が届いておりま

す。 
• ザ・ロータリアン誌１１月号が届いております。 

■ 出 席 報 告            中森 義次君    
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

31／40 77.50％ 35／40 87.50％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○江﨑晴君 ○河井君 ○杉山君 ○鈴木舜君 

○新島君 ○松葉隆君 ○松葉義君 大杉君 

仲田晃君 

(２)メークアップ者 

中森 義次君（藤枝南） 石割 郁子君（静岡西） 



1972-2 

■ スマイルＢＯＸ        中森 義次君     
 知らない間に８４才になりましたし。あとしば

らく人間を続けます。          櫻井 龍太君 

 １１月３日文化の日、国民の皆様から祝福して

いただくため、小・中・高・大学と友人に祝っ

てもらえませんでした。有難うございます。 

赤堀 信夫君 

 １１月２６日は女房の誕生日です。村松 英昭君 

 １１／２５は妻、理恵子の誕生日です。皆様に

お祝い頂きありがとうございました。 

平野 純也君 

 本日は妻もご招待頂き有難うございます。結婚

記念日当日は、浜名湖の「ふぐ会席」で３９周

年を祝いたいと思います。来年はルビー婚式、

本日より、ルビーの指輪積立をスタートします。 

               石垣 善康君 

 ２４回目の結婚記念日をお祝いいただきありが

とうございました。２５回目をめざしてより精

進します。                    池ノ谷 正敏君 

 ３１回目の結婚記念日・・・ありがとうござい

ます。ＰＳ．今日の朝、４人目の孫が生まれ、

母子ともに健康。二重のよろこびです！！ 

池谷 佳典君 

 月日がたつのは早いもので、○○回目の結婚記

念日です。ありがとうございます。小泉 克彦君 

 本日は、ロータリー財団委員長でありながら欠

席してしまい、申し訳ございません。曽根様、

お忙しいところようこそお出で下さいました。

宜しくお願いいたします。        松葉 隆夫君 
 石割郁子会員の講演を聴く機会がありました。

一つ一つ具体的な事例で話され、医療に携わる

者として、大いに参考となり感謝しています 
                柳原 寿男君 

 １０月３０日の分区のゴルフコンペで５５人参

加の４５位となり飛び賞をいただきました。 

前回の分区ゴルフコンペでは７２人参加の７０

位でしたので、いささか上達したと思います。

藤枝クラブから参加した９名中５名(私を含め

て)が何らかの賞をいただきました。他４名の

人々もスマイルの対象となるとおもいますが？  

小西 啓一君 

スマイル累計金額   １１８，７３０円 

■ ロータリーの友紹介     櫻井 龍太君 
１１月は、財団月

間です。したがって

ＲＩ会長のメッセー

ジも、財団に関する

ものです。 

「財団はロータリー

の土台」と題してわ

かりやすく解説されておりますから、是非お読み

願います。 

Ｐ５以下に於いて財団の活動状況が記事になって

おります。あわせてご一読ください。 

次に、世界インターアクト週間の関連記事（各

ＩＡＣの記録）が掲載してあります。 

タテ書きのＰ２には、静岡第３分区ＩＭの記念

講演の記録（静岡文化芸術大学長 熊倉功夫氏）

の要旨がありますが、楽しく読ませていただく記

事でした。 

■ ロータリー財団委員会卓話                

未 来 の 夢 計 画 の 概 要 

地区ロータリー財団委員会副委員長 

曽根 眞人様（吉原ＲＣ） 

2017年にロータリー財団が設立100周年を迎

えることを踏まえ、財団が奉仕の第二世紀に実

行するため『未来の夢計画』を立案しました。

この計画は、財団を通じて、さらに持続が可能

で目に見える成果を世界中にもたらしたいとい

うロータリアンの願いと関心を反映したもので

す。 

未来の夢計画は以下を目的としています。 

● 財団の使命に沿って、プログラムと運営を簡

素化すること。 

● ロータリアンが関心を寄せている世界の優

先的ニーズに取り組むことによって、最大の

成果が期待できるロータリアンの奉仕活動に

焦点を絞ること。 

● 世界的目標と地元の目標の両方を果たすた

めの資金を提供すること。 
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● 意思決定権をさらに地区とクラブに移行す

ることによって、地区レベルとクラブレベル

で、ロータリー財団が自分たちのものである

という自覚を高めること。 

● ロータリー財団の活動に対する理解を深め、

ロータリーの公共イメージを高めること。 

 プログラムの簡素化として、これまでたくさ

んあったプログラムをグローバル補助金と地区

補助金の２つに絞りました。そしてグローバル

補助金は世界の優先的ニーズとして６つの重点

分野を設定し、この目的にのみ使用できること

になります。すなわち、①平和と紛争予防／紛

争解決 ②疾病予防と治療 ③水と衛生 ④母

子の健康 ⑤ 基本的教育と識字率向上 ⑥ 経

済と地域社会の６つです。 

 一方地区補助金は地域の幅広いニーズに対応

できるよう、使用目的が大幅に緩和され、金額

のこれまでの３倍近くになります。大変使い勝

手が良くなり、これまでクラブが行ってきた奉

仕事業のほとんどが補助金の対象になります。 

 さらに意思決定権が地区やクラブに移行する

ため、スムーズな運用が可能になります。 

その反面、補助金を扱う上での約束事をしっか

り守らなければなりません。そのためには資金

運用の透明性を確保するための仕組みを構築す

る必要があります。この詳細は12月に実施され

る地区補助金管理セミナーでご指導させていた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／池谷君） 


